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平
成
25
年
度
施
政
方
針
と

当
初
予
算

　

平
成
25
年
度
は
、
本
町
誕
生
60
周
年
の
前
年
で
あ
り
、
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計

画
の
前
期
基
本
計
画
の
終
盤
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
施
策
の

検
証
を
行
い
な
が
ら
、
次
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
確
実
に
創
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
引
き
続
き
、
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
人
口
減
少
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
下
の
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
「
共
創
の
ま

ち
づ
く
り
」
の
理
念
の
下
、
人
づ
く
り
を
ベ
ー
ス
に
「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用

・
産
業
」「
地
域
」
の
３
分
野
を
重
点
と
し
て
施
策
を
展
開
し
「
笑
顔
か
が
や
き

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化
や
、
中
学
校

の
統
合
に
向
け
た
施
設
整
備
事
業
、
園
芸
作
物
振
興
の
た
め
戦
略
的
園
芸
産
地
拡

大
支
援
事
業
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、
６
次
産
業
化

支
援
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
、
産
業
の
振
興
に
結
び
つ
く
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
減
災
」
を
基
本
と
す
る
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
や
空
き
家
対
策
事
業
、
地
区
公
民
館
耐
震
化
事
業
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
方
法
を
探
る
小
水
力
発
電
実
証
実
験
な
ど
地
域
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
づ
く
り
と
し
て
県
外
の
地
域
と
の
交
流
を
目
的

と
し
た
小
中
学
生
交
流
事
業
、
白
鷹
人
育
成
事
業
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
鷹
町
長
　
佐  

藤  

誠  

七

１
．
子
育
て
・
教
育

◆
子
育
て
の
充
実

○
児
童
手
当
支
給
事
業
や
ニ
コ
ニ
コ
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
応
援
事
業
、
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
、
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
費
用
助
成
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

○
新
た
に
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
中
学
３
年
生

以
下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
家
庭
に
お
け
る
第
３
子
以
降
の
子
ど
も

の
保
育
料
を
無
料
化
す
る
「
多
子
世
帯
子
育
て
応
援
事
業
」
を
実
施
し
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
常
設
型
の
施
設
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
、
未
就
園

児
と
そ
の
家
族
の
交
流
の
促
進
や
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

◆
教
育
の
充
実

○
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
統
合
準
備
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、
各
小

・
中
学
校
間
の
交
流
な
ど
統
合
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
耐
震
補
強
を

含
め
た
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

○
複
式
学
級
の
あ
る
鷹
山
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
統
合
に
向
け
て
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

○
学
校
生
活
支
援
員
等
の
配
置
に
よ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
個
々

の
児
童
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
の
方

策
を
講
じ
ま
す
。

○
学
校
給
食
は
、
児
童
生
徒
の
健
全
な
心
身
の
育
成
や
食
習
慣
の
形
成
な

ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し

ま
す
。
併
せ
て
、
平
成
28
年
度
の
民
間
委
託
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

２
．
雇
用
・
産
業

◆
農
業
の
振
興

○
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
と
名
称
が
変

わ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
農
業
再
生
協
議
会
を
中
心
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
深
め
、
農
業
者
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
遊
休
農
地
の
解
消
や
耕
畜
連
携
の
推
進
、
作
業
受
託
組
合
の
活
動
支
援

に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
継
続
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

施
策
の
概
要
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○
地
域
農
業
の
将
来
展
望
を
描
く
た
め
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
事

業
は
、
現
場
の
実
情
に
沿
っ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
農
地
集
積
と
、
地

域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
の
規
模
拡
大
を
戦
略
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
な
ど
新
た
な
担
い
手
の
確
保
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
園
芸
作
物
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
産
出
額
の
向
上
、
農
業
者
の
所

得
向
上
を
め
ざ
し
、
県
の
戦
略
的
園
芸
産
地
拡
大
支
援
事
業
を
導
入
し
ま
す
。

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業
、
農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
安
心
で
安
全
な
農
産
物
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
町
内
農
産
物
等
の
放
射

性
物
質
自
主
検
査
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
学
校
給
食
や
保
育
園
給

食
で
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
も
一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

○
土
地
改
良
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
浅
立
、
萩
野
地
区
の
基
盤
整
備
を
は

じ
め
、
老
朽
た
め
池
の
整
備
、
鮎
貝
排
水
機
場
、
諏
訪
堰
頭
首
工
の
整
備

を
継
続
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
効
率
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
林
業
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
視
点
か
ら
、
育
て
る

林
業
か
ら
使
う
林
業
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
森
林
、
林
業
、
木
材
に
関

す
る
事
業
者
の
連
携
を
図
り
、
体
制
を
整
備
し
、
林
道
の
開
設
や
適
正
な

維
持
管
理
を
引
き
続
き
行
い
、
森
林
生
産
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

○
平
成
24
年
度
に
協
定
を
締
結
し
た
「
や
ま
が
た
絆
の
森
協
定
」
や
「
み

ど
り
環
境
交
付
金
事
業
」
に
よ
る
住
民
参
加
型
の
森
林
整
備
、
里
山
を
活

用
し
た
交
流
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
工
業
の
振
興

○
町
内
事
業
所
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
受
注
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
現
場
力
や
技
術
力
の

向
上
を
め
ざ
す
中
小
企
業
技
術
者
養
成
事
業
等
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
め
ざ
し
、
企
業
誘
致
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

○
人
材
確
保
対
策
事
業
、
雇
用
創
出
促
進
事
業
を
継
続
し
、
雇
用
枠
の
確

保
・
拡
大
と
失
業
者
の
雇
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◆
商
業
の
振
興

○
冷
え
込
む
町
内
消
費
を
拡
大
し
、
商
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、

商
工
会
が
実
施
す
る
商
業
活
性
化
事
業
の
支
援
や
空
き
店
舗
利
用
促
進
対

策
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

○
住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業
に
替
わ
り
、
新
た
に
小
規
模
工
事
の
受
注
を

促
進
す
る
建
築
需
要
促
進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業
の
概
要

●
総
務
費　
　
　

８
億　

６
６
１
万
円

●
民
生
費　
　
　

18
億
５
４
３
２
万
円

●
衛
生
費　
　
　

５
億
３
３
５
７
万
円

◆
観
光
・
交
流
の
振
興

○
平
成
26
年
に
実
施
さ
れ
る
国
内
最
大
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
山
形
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
向
け
、
観
光
商
品
の
企
画
や
磨

き
上
げ
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
「
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
白
鷹
・
朝
日
・
大
江
３
町
の

広
域
観
光
等
に
取
り
組
み
、
白
鷹
の
四
季
を
活
か
し
た
観
光
４
シ
ー
ズ
ン

化
を
よ
り
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
広
域
で
連
携
し
た
着
地
・
滞
在
型
観

光
等
を
進
め
ま
す
。

○
紅
花
に
つ
い
て
は
、
６
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
の
「
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
中
に
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、

引
き
続
き
観
光
紅
花
畑
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

○
教
育
旅
行
に
よ
る
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
の
受
け
入
れ
や
、
海
外
か
ら

の
誘
客
推
進
を
図
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
森
林
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
工
芝
の
全
面
的
な
改
修
、
深
山

工
房
の
登
り
窯
の
復
元
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
産
業
連
携

○
農
工
商
観
連
携
に
よ
る
6
次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
町
民
や
事
業

者
が
実
施
す
る
初
期
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

○
『
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
』
を
引
き
続
き
開
催
し
「
白
鷹
」
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
商
品
づ
く
り
や
町
内
外
へ
の
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
定
住
の
促
進

○
町
道
に
つ
い
て
は
、
新
規
事
業
と
し
て
谷
町
八
ヶ
森
線
の
歩
道
整
備
と

十
王
新
屋
敷
線
の
改
良
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
住
宅
施
策
と
し
て
、
引
き
続
き
木
造
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
対
し
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
四
季
の
郷
地
内
に
お
け
る
定
住
促
進

の
支
援
の
た
め
「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
ま
す
。

○
上
水
道
事
業
で
は
、
安
全
で
か
つ
低
廉
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
配
水
管
整
備
事
業
等
を
計
画
的
に
行
い
、
公
営
企
業
の
健
全
経
営
に

努
め
ま
す
。

○
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
体
制
や
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
よ

り
効
率
的
、
効
果
的
な
手
法
を
検
討
し
ま
す
。

◆
地
域
公
共
交
通
の
確
保

○
地
域
公
共
交
通
体
系
に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

と
住
民
混
乗
型
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
地
域
交
通
の
重
要
な
足
と
し
て
、
引
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き
続
き
運
行
し
ま
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
の
取
り
組
み
や
経
営
改
善
計
画
の
推
進
に

向
け
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

◆
環
境
の
保
全

○
第
２
次
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
環
境
に
対
す
る
意
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
基
盤
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
推
進
体
制
と
し
て
、
環

境
保
全
、
景
観
美
化
、
環
境
教
育
活
動
な
ど
に
携
わ
る
団
体
や
事
業
者
等

で
構
成
す
る
白
鷹
町
環
境
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
、
持
続
可

能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
下
水
道
事
業
で
は
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
及
び
水
洗
化
の
向
上
に

努
め
、
白
鷹
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
終
末
処
理

場
の
改
築
更
新
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
管
渠
の
長
寿
命
化
計
画
策

定
の
た
め
の
基
礎
調
査
を
行
い
、
適
切
な
施
設
管
理
に
努
め
ま
す
。

○
町
設
置
管
理
型
の
合
併
浄
化
槽
整
備
を
推
進
し
、
生
活
排
水
処
理
対
策

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

３
．
地
域

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築

○
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
地
区
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
を
推
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
主

体
的
で
計
画
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

◆
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
充
実

○
高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
て
い
る
中
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
運
動
機
能
の
低
下

を
予
防
す
る
た
め
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
元
気
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
、
障
が
い
児
の
特
別
支
援
学
校

へ
の
通
学
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
県
か
ら
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
対
象
と
し
た

育
成
医
療
支
給
事
務
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
障
が
い
者
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
健
康
増
進
計
画
に
基
づ
き
、
健
診
事
業
や
が

ん
予
防
対
策
事
業
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
相
談
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
感
染
に
よ
る
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
推
進
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
県
か
ら
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
未
熟
児
養
育
医

療
給
付
事
業
に
対
応
し
ま
す
。

○
本
町
医
療
の
拠
点
と
な
る
町
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
含
め
て
、
診
察
、
入
院
等
の
継
続
し
た
業
務
は
も
と
よ
り
、
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
を
は
じ
め
と
し
て
、
経
年
劣
化
し
た
医
療
機
器
を
更
新

す
る
と
と
も
に
、
患
者
用
ベ
ッ
ド
の
更
新
等
入
院
環
境
の
整
備
を
行
い
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
病
院
経
営
は
全
国
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
医
師

の
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
、
病
院
運
営
の

効
率
化
を
図
り
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

◆
安
心
安
全
の
確
保

○
「
減
災
」
を
基
本
と
す
る
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
引
き
続
き
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
空
き
家

対
策
事
業
と
し
て
、
町
内
の
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行
い
、
対
応
方
法
と

利
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

○
地
域
防
災
基
盤
整
備
と
し
て
、
全
自
動
積
載
車
の
更
新
、
有
蓋
貯
水
槽
、

消
火
栓
の
設
置
な
ど
消
防
施
設
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
消
防
団
や
学

校
、
保
育
園
等
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
配
備
し
緊
急
時
の
連
絡
体
制
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

○
白
鷹
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
連
携
し
た
交
通
安
全
活
動
や
白
鷹
町

防
犯
協
会
を
中
心
と
し
た
防
犯
活
動
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

○
白
鷹
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
基
づ
き
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
導
入
へ
の
支
援

と
、
深
山
地
区
で
の
「
小
水
力
発
電
実
証
実
験
」
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
の
特
性
と
力
を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
検
討

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
費　

４
億
２
３
２
６
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
２
億
５
３
１
８
万
円

●
土
木
費　
　
　

７
億
２
９
０
２
万
円
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●
消
防
費　
　
　
　
４
億　

４
６
３
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
10
億
８
８
９
３
万
円

●
公
債
費　
　
　

９
億
４
８
５
７
万
円

●
そ
の
他　
　
　

１
億
５
３
９
１
万
円

４
．
人
づ
く
り

◆
元
気
な
人
づ
く
り

○
各
分
野
に
お
い
て
意
欲
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
、
継
続
し
た
学
習
、

研
修
、
実
践
を
通
し
て
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
「
白
鷹
人
育
成
事

業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
地
域
芸
術
文

化
の
活
性
化
や
さ
ら
に
は
、
荒
砥
高
校
等
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

○
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
入
学
生
か
ら
総
合
学
科
に
改
編

さ
れ
、
長
井
工
業
高
校
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
入
学

者
の
確
保
や
地
域
と
の
交
流
、
介
護
職
員
初
任
者
資
格
取
得
の
支
援
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
学
習
支
援
員
の
配
置
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

白
鷹
高
等
専
修
学
校
の
施
設
設
備
の
更
新
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
推
進

○
「
白
鷹
学
講
座
」
の
継
続
を
柱
に
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
力
の
育
成
や

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
や
「
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
」
を
は
じ
め
、
小
中
学
生
交
流
事
業
、
成
績
優
秀
者
激

励
金
交
付
事
業
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
活
動
や
各
種
団
体
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
は
、
地
区
公
民
館

を
主
体
と
す
る
生
涯
学
習
活
動
を
通
し
て
、
住
民
の
方
々
と
と
も
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
安
全
で
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
、
蚕
桑
、
東
根
地

区
公
民
館
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

を
は
じ
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
や
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

特
に
今
年
度
は
、
東
北
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

○
人
工
芝
生
化
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
東
陽
グ
ラ
ン
ド
を

は
じ
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
野
球
場
等
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
維

持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
白
鷹
ス
キ
ー
場
ペ
ア
リ
フ
ト
改
修
等
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
を
行
い
、
町
民
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
・
保
存
会
・
地
域

と
連
携
し
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
白
鷹
町
史
編
さ
ん
事
業
は

「
白
鷹
町
史
・
現
代
編
」
と
し
て
、
平
成
26
年
刊
行
を
目
標
に
編
さ
ん
を

進
め
ま
す
。

○
芸
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭

の
開
催
や
、
少
年
少
女
合
唱
団
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の
育
成
や
活

動
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、
画
家
梅
津
五
郎
氏
の
没
後
10
年
の
記
念
作
品

展
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
た
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
の
事

業
と
連
携
調
整
を
図
り
な
が
ら
文
化
・
交
流
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
の
充
実
や
長
時
間
開
館
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

実
施
し
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
第
４
次
白
鷹
町
行
財
政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
民
営
化
、
民
間
委
託
の
推
進
を
は
じ
め
と
し
た
新

し
い
公
共
の
構
築
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
現
大
綱
は
、
計
画
期
間
が
終

盤
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
検
証

し
、
次
期
行
革
大
綱
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
、
効
率
的
な

行
政
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的
な
定
員
管
理

に
よ
り
、
重
点
分
野
に
お
け
る
庁
内
組
織
の
体
制
強
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
継
続
性
確
保
の
た
め
の
人
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
「
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
等
に
よ
る
町
民
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
通
し
て
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
25
年
度
予
算
は
、「
第
５
次
白
鷹
町
総
合
計
画
」
に
お
け
る
前
期
基

本
計
画
に
基
づ
き
推
進
し
て
き
た
事
業
を
検
証
し
、
取
捨
選
択
を
図
り
な

が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か
ら
編
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
71
億
９
６
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
６
億
４
１
０
０
万
円
、
８
・
２
％
の
減

少
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
人
件
費
及
び
投
資
的
事
業
の
減
少
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成25年度
総額71億9,600万円

平成24年度
総額78億3,700万円

【
歳
入
予
算
】

　

町
税
は
、
町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
減
収
見
込
み
等
に
よ
り
全
体
と

し
て
は
１
０
０
８
万
円
、
０
・
９
％
の
減
。
地
方
交
付
税
の
う
ち
、
普
通

交
付
税
は
、
公
債
費
に
係
る
算
入
額
の
減
少
や
、
公
立
保
育
所
に
係
る
財

政
措
置
及
び
地
方
財
政
対
策
に
お
け
る
給
与
費
削
減
の
影
響
等
を
見
込
み
、

１
億
６
３
０
０
万
円
、
４
・
９
％
の
減
、
特
別
交
付
税
を
含
む
総
額
で
は
、

１
億
６
８
０
０
万
円
、
４
・
７
％
の
減
。
こ
の
ほ
か
、
町
債
は
、
投
資
的

事
業
の
減
少
に
よ
り
、
２
億
９
７
９
０
万
円
、
23
・
４
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳
出
予
算
】

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
職
員
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
１
億
１
５
９
５

万
円
、
９
・
３
％
の
減
、
扶
助
費
は
さ
く
ら
の
保
育
園
へ
の
保
育
委
託
料

や
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
な
ど
に
よ
り
１
億
５
６
０
９
万
円
、
18

・
５
％
の
増
、
公
債
費
は
５
・
９
％
の
減
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で

は
１
９
３
３
万
円
、
０
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
普
通

建
設
事
業
費
は
統
合
中
学
校
整
備
事
業
が
あ
る
も
の
の
、
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
整
備
事
業
や
東
陽
の
里
グ
ラ
ン
ド
改
修
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り

５
億
４
８
５
０
万
円
、
39
・
０
％
の
減
。
物
件
費
は
、
行
政
業
務
の
電
算

シ
ス
テ
ム
を
置
賜
管
内
の
市
町
で
共
同
化
す
る
「
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
事
業
」
の
導
入
関
係
経
費
や
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
管
理
運
営
経

費
の
減
な
ど
に
よ
り
６
１
１
５
万
円
、
７
・
２
％
の
減
、
補
助
費
等
は
２

２
１
５
万
円
、
２
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
・
事
業
会
計
】

　

全
体
で
58
億
８
７
２
０
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
対
し
１
億
４
７
３

２
万
円
、
２
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
公
共
下
水
道
事
業
に
お
い
て

下
水
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
一
般
会
計
に
特
別
会
計
等
を
合
わ
せ
た
当
初
予
算
総
額
は
、

１
３
０
億
８
３
２
０
万
円
、
３
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
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総額
71億9,600万円

平成25年度
総額71億9,600万円

平成24年度
総額78億3,700万円
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町　

長　
　

佐　

藤　

誠　

七

副
町
長　
　

野　

村　

一　

芳

教
育
長　
　

岡　

田　
　
　

勉

総　

務　

課　
　

課
長　

横
澤　

浩

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

長
岡　

聡

（
総
務
係
）　
　

◎
長
岡　

聡
（
兼
）
○
黒
澤
和
幸

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子
・
小
口
将
太
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝
さ
お
り

（
財
政
係
）　
　

◎
小
林　

裕
○
梅
津
友
宏
○
鈴
木
秀
昭

（
防
災
管
財
係
）
◎
小
関
新
治
○
今
野
友
博

　
　
　
　
　
　
　

○
大
滝
康
博
（
兼
）

企　

画　

室　
　

室
長　

田
宮　

修

（
企
画
調
整
係
）
◎
加
藤
和
芳
○
深
瀬
洋
子
・
村
上
博
之

（
情
報
係
）　
　

◎
橋
本
達
也
○
須
田　

瞳

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
直
也

課
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　

◎
長
谷
部
千
晶
◎
鈴
木
智
子
◎
市
川
昭
美

　
　
　
　
　
　
　

◎
金
田
範
子
◎
佐
藤
敦
子

税
務
出
納
課　
　

会
計
管
理
者
（
兼
）
課
長　

菅
原
良
教

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

飯
澤
達
男

（
町
民
税
係
）　

◎
飯
澤
達
男
（
兼
）
○
菅
間
伸
子

　
　
　
　
　
　
　

○
後
藤
由
香
○
平
井
正
秋
○
黒
澤
淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
広
子

（
資
産
税
係
）　

◎
大
滝
敏
広
○
菅
原
保
文
・
小
関　

見

（
収
納
係
）　　

◎
伊
藤　

隆
・
安
達
桂
子
・
後
藤
尚
道

（
出
納
係
）　
　

◎
佐
藤
順
智
○
高
田
咲
子

町　

民　

課　
　

課
長　

樋
口　

浩

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

芳
賀
和
則

（
戸
籍
年
金
係
）
◎
衣
袋
則
子
○
鎌
倉
裕
美
・
木
村
真
弓

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
咲
・
広
川
悠
太

（
国
保
医
療
係
）
◎
芳
賀
和
則
（
兼
）
○
佐
藤
圭
子

　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
詩
乃
・
齋
藤
由
加
里

（
く
ら
し
環
境
係
）◎
本
木　

修
○
橋
本
こ
ず
え
・
鈴
木
久
美

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

樋
口　

浩（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
次
長　

芳
賀
和
則（
兼
）

健
康
福
祉
課　
　

課
長　

松
野
芳
郎

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

齋
藤
春
美（
福
祉
・
介
護
支
援
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

髙
橋
浩
之（
子
育
て
・
健
康
推
進
担
当
）

（
福
祉
係
）　
　

◎
庄
司
義
徳
○
永
沢
照
美
○
髙
橋
朋
代

（
子
育
て
支
援
係
）
◎
髙
橋
浩
之
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

◎
守
谷
美
年
子
（
指
導
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　
　

○
田
中
由
美
子　
　
　
　
　
　
　
　

（
介
護
保
険
係
）
◎
齋
藤
春
美
（
兼
）
○
遠
藤
由
可
理

　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚
雄
一
朗

（
健
康
推
進
係
）
◎
飯
澤
と
よ
◎
橋
本
彰
子
○
木
口
祐
里

　
　
　
　
　
　
　

○
菊
地
る
り
・
大
木
陽
子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
）◎
鈴
木
由
紀
子
○
海
老
名
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
美
樹
○
棚
村　

薫
・
村
上
る
み
子

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
飯
澤
と
よ（
兼
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
橋
本
彰
子（
兼
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

○
永
沢
照
美（
兼
）・
大
木
陽
子（
兼
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

所
長　

高
橋
一
二
三（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長　

松
野
芳
郎（
兼
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

松
野
芳
郎（
兼
）

ひ
が
し
ね
保
育
園　

園
長　

布
施
と
も
子
◎
今　

房
子

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
川
井
と
も
◎
今
野
悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　

○
橋
本
三
千
子
○
髙
橋
和
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紺
野
久
美
子

産
業
振
興
課　
　

課
長　

齋
藤
重
雄

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

菅
間
直
浩
（
農
林
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

鈴
木
秀
一
（
商
工
観
光
担
当
）

（
農
業
振
興
係
）
◎
大
木
健
一
○
田
中
裕
美
○
大
瀧
勇
祐　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷
部
哲

（
農
村
整
備
係
）
◎
熊
谷
裕
治
（
兼
検
査
員
）
○
小
形　

守

　
　
　
　
　
　
　
　

金
子
秀
人
○
大
滝
康
博
（
兼
）

（
商
工
振
興
係
）
◎
鈴
木
秀
一
（
兼
）・
布
川
和
浩

（
観
光
交
流
係
）
◎
芳
賀
敦
子
○
片
山
正
弘
・
竹
田
智
洋

建
設
水
道
課　
　

課
長
（
兼
）
統
括
検
査
員　

菅
原
昇
一

　
　
　
　
　
　
　

水
道
主
幹　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

今
野
秀
一（
建
設
担
当
）兼
検
査
員

　
　
　
　
　
　
　

課
長
補
佐　

元
木
康
仁（
上
下
水
道
担
当
）

（
管
理
係
）　　

◎
橋
本
秀
和
○
青
木
ひ
ろ
み

（
用
地
係
）　　

◎
関　

宏
道
・
荒
生
隼
一
（
兼
）

（
土
木
係
）　　

◎
今
野
秀
一
（
兼
）
○
丹
野
和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

小
関
源
四
郎
・
荒
生
隼
一

　
　
　
　
　
　
　

○
大
滝
康
博

（
都
市
計
画
係
）
◎
松
下
貴
洋
○
丹
野
和
彦
（
兼
）

（
水
道
係
）　　

◎
長
澤
三
千
夫

（
水
道
工
務
係
）
◎
矢
嶋
寿
彦
○
髙
橋
真
弘

（
下
水
道
係
）　

◎
村
上
利
晴
○
高
橋
真
澄

（
下
水
道
工
務
係
）
◎
元
木
康
仁
（
兼
）
○
小
口
豊
仁

議
会
事
務
局　
　

事
務
局
長　

鈴
木
美
弘

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

鈴
木
克
仁
（
併
）

（
議
事
係
）　　

  

◎
鈴
木
克
仁
（
兼
）
○
大
滝
真
実

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

書
記
長　

横
澤　

浩
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

書
記
長
補
佐　

長
岡　

聡
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
黒
澤
和
幸
（
併
）
○
今
野
友
博
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　

○
菅
原
綾
子
（
併
）・
小
口
将
太

　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝
さ
お
り
（
併
）

※
◎
は
係
長
・
主
査
、○
は
主
任
、
太
字
は
異
動
者
、（
兼
）
は
兼
務
、（
併
）
は
併
任
、　　

は
新
規
採
用
者

（４月１日付全職員）

新
新

新

新

新

新
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監
査
委
員
事
務
局　

事
務
局
長　

鈴
木
美
弘
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

鈴
木
克
仁

　
　
　
　
　
　
　

   

○
大
滝
真
実
（
併
）

農
業
委
員
会
事
務
局　

事
務
局
長　

齋
藤
重
雄
（
併
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
補
佐　

菅
原　

護

（
農
地
調
整
係
）　　

  

◎
菅
原　

護（
兼
）
○
竹
田
雅
紀
子

教
育
委
員
会　
　

教
育
次
長　

湯
澤
政
利

　
　
　
　
　
　
　

次
長
補
佐　

佐
藤
雅
志

　
　
　
　
　
　
　

指
導
主
事　

海
老
名
智
樹

（
学
校
教
育
係
）
◎
菊
地　

智
・
海
老
名
智
樹

　
　
　
　
　
　
　

○
齋
藤
久
美
子
・
中
川
拓
也

　
　
　
　
　
　
　
　

新
野
健
太
郎　
　
　

　

西
中
学
校　
　
　

川
村
宗
一

（
生
涯
学
習
係
）
◎
吉
村
秀
昭
○
川
部
茂
樹
○
鑪　

典
子

（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
）◎
高
田　

博
○
大
瀧
陽
子

（
文
化
振
興
係
）
◎
佐
藤
雅
志
（
兼
）

竹
田
美
紀

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー　

所
長　

湯
澤
政
利（
兼
）
◎
高
田　

博（
兼
）

中
央
公
民
館　
　

館
長　

湯
澤
政
利
（
兼
）

（
庶
務
係
）　　

◎
吉
村
秀
昭（
兼
）
○
川
部
茂
樹（
兼
）

図　

書　

館　
　

◎
佐
藤
雅
志（
兼
）○
竹
田
美
紀（
兼
）

学
校
給
食
共
同
調
理
場　

所
長　

湯
澤
政
利
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長
補
佐　

佐
藤
雅
志
（
兼
）

（
業
務
係
）　
　

◎
舩
山
一
浩
・
青
木
俊
雄

（
調
理
係
）　　

◎
舩
山
一
浩（
兼
）○
小
林
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
信
子
・
鈴
木
直
子
・
板
垣
未
夏

　
　
　
　
　
　
　
　

関　

紀
子
・
川
田
陽
子
・
長
谷
川
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
羽
木
学
・
高
谷
剛
司

町
立
病
院　
　

病
院
事
業
管
理
者　

高
橋
一
二
三

　
　
　
　
　
　
　

院
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

藤
島　

丈

　
　
　
　
　
　
　

副
院
長　

柴
田
裕
次

診　

療　

部

（
診
療
科
）　
　

内
科
医
長　

柴
田
裕
次
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

外
科
医
長　

木
村
真
五

　
　
　
　
　
　
　

内
科
医
師　

芦
澤
公　

（
嘱
託
）

（
在
宅
支
援
室
）
室
長　

高
橋
一
二
三
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

藤
島　

丈
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　

医
師　

木
村
真
五
（
兼
）

医
療
技
術
部　
　

技
術
主
幹　

松
尾
信
一

（
薬
剤
科
）　
　

副
薬
局
長　

海
老
名
純
子
・
熊
谷
岳
仁

（
検
査
科
）　
　

室
長　

大
道
寺
妙

　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

長
岡
さ
と
み
○
加
藤
裕
之

（
診
療
放
射
線
科
）
室
長　

松
尾
信
一
（
兼
）

　
　
　
　
　
　
　
　

副
室
長　

小
笠
原
強
・
齋
藤
清
人

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）
金
田
雅
子
・
小
平
英
恵

（
栄
養
科
）　
　

副
室
長　

大
貫
由
佳
子

看　

護　

部　
　

総
看
護
師
長　

長
岡
恵
美

（
外
来
係
）　
　

看
護
師
長　

金
子
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
万
理
子
・
中
野　

緑
・
遠
藤
彩
子

　
　
　
　
　
　
　
　

清
野
文
恵
・
布
施
咲
子

（
病
棟
係
）　
　

看
護
師
長　

樋
口
昌
子

　
　
　
　
　
　
　

○
梅
津
洋
子
○
児
玉
恵
美
○
伊
藤
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　

○
五
十
嵐
美
香
・
北
原
広
美
・
伊
藤
信
子

　
　
　
　
　
　
　
　

三
上
悦
子
・
副
田
恵
美
・
渡
部
理
恵

　
　
　
　
　
　
　
　

海
谷
郁
子　
　

・
平
井
育
子

　
　
　
　
　
　
　
　

色
摩
純
子
・
大
滝
佳
代
子　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
美
帆
・
佐
藤
朝
美
・
安
彦
真
紀　

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

恵
・
竹
田
美
喜
子
・
齋
藤
麻
唯

　
　
　
　
　
　
　
　

古
口
絵
理
子
・
小
川　

瞳
・
梅
津
清
香

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
咲
子　
　

・
佐
藤
純
平

　
　
　
　
　
　
　
　

梅
津
孝
子
・
左
右
田
加
代
子

事　

務　

局　
　

事
務
局
長　

中
村
裕
之　

（
総
務
係
）　
　

◎
渡
部
町
子
○
五
十
嵐
麻
里
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　

看
護
師
長　

石
川
眞
知
子
○
菅
原
芳
子

◆
各
分
団
消
防
係

　

第
１
分
団　

小
谷
部
哲
／
第
２
分
団　

布
川
和
浩

　

第
３
分
団　

広
川
悠
太
／
第
４
分
団　

小
関　

見

　

第
５
分
団　

小
形　

守

◆
財
産
区
書
記

　

蚕
桑　

中
川
拓
也
／
十
王　

衣
袋
則
子　

　

滝
野　

齋
藤
久
美
子
／
萩
野　

小
関　

見　
　
　
　
　
　

　

中
山　

大
木
健
一
／
浅
立　

村
上
利
晴

　

畔
藤　

金
子
秀
人

◆
災
害
対
策
本
部
地
区
担
当
職
員

　

蚕
桑　

高
橋
真
澄
／
佐
藤
美
咲

　

鮎
貝　

竹
田
雅
紀
子
／
齋
藤
由
加
里

　

荒
砥　

菅
間
伸
子
／
鈴
木
久
美

　

十
王　

高
田
咲
子
／
五
十
嵐
麻
里
子

　

鷹
山　

齋
藤
久
美
子
／
大
滝
真
実

　

東
根　

田
中
由
美
子
／
田
中
裕
美

新

退　
　

職　
　

平
成
25
年
３
月
31
日
付

　

総

務

課

付

課

長　

衣　

袋　

幸　

治

　

会
計
管
理
者
兼
税
務
出
納
課
長　

樋

口

幸

江

　

町

民

課

長　

布　

施　

房　

子

　

教

育

次

長　

迎　

田　

博　

正

　

税

務

出

納

課

長

補

佐　

青　

木　
　
　

潔

　

町
民
課
戸
籍
年
金
係
長　

上
村
と
よ
子

　

建
設
水
道
課
用
地
係
長　

今

井

茂

男

　

建
設
水
道
課
土
木
係
長　

小

関

幸

一

　

税
務
出
納
課
町
民
税
係
主
査　

横
澤
美
代
子

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
園
長　

高

橋

康

子

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
統
括
保
育
主
査　

安
久
津
久
子

　

こ
ぐ
わ
保
育
園
統
括
保
育
主
査　

村
上
美
津
子

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
保
育
主
査　

鈴

木

洋

子

　

こ
ぐ
わ
保
育
園
保
育
主
査　

飯

澤

初

美

　

税

務

出

納

課

主

事　

照

井

博

恵

　

こ
ぐ
わ
保
育
園
調
理
師　

小

林

栄

子

　

建
設
水
道
課
主
任
運
転
手　

菊　

地　
　
　

正

　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
ボ
イ
ラ
ー
技
士
兼
業
務
技
術
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅

原

政

敏

　

町

立

病

院

看

護

師

長　

木
村
ア
ヤ
子

新 新

新

新
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館　　長　金子孝吉（山口 ) 
館長代理　丸川美紀（横田尻）
主　　事　鈴木　彩（横田尻）

館　　長　菊地豊宗（箕和田） 
館長代理　佐藤良一（黒鴨）
主　　事　小林香菜（鮎貝）

館　　長　中村　元（荒砥）
館長代理　蒲生成子（荒砥）
主　　事　竹田伊智子（中山）

館　　長　安部俊宏（萩野）
館長代理　紺野眞一（萩野）
主　　事　竹田美佐子（荒砥）

館　　長　齋藤和男（畔藤）
館長代理　衣袋祐子（荒砥）
主　　事　横澤紗由（横田尻）

館　　長　海老名慎一郎（十王）
館長代理　髙木典幸（山口）
主　　事　青木満里子（荒砥）

     「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

  

平
成
25
度
の
新
規
採
用
職
員
を

  

ご
紹
介
し
ま
す
。

竹田智洋（荒砥）
産業振興課観光交流係

小川直也（萩野）
総務課企画室情報係

大滝さおり（高岡）
総務課総務係

新野健太郎（広野）
教育委員会学校教育係

手塚雄一朗（十王）
健康福祉課介護保険係

荒生隼一（荒砥）
建設水道課土木係

大滝佳代子（浅立）
病院看護師

齋藤清人（荒砥）
病院放射線技師

海谷郁子（長井市）
病院看護師

奥山咲子（下山）
病院看護師

総務務課課総務務係係 総務課企画室情報係 産業振興課観光交流係

教育委員会学校教育係健康福祉課介護保険係建建設設水道道水 課課土木木係係

病院看護師 病院看護師護師護師 病院看護師 病院放射線技師
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129
国保医療係 国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、

しらたか元気っ子事業の医療費に関すること 85-6130

くらし環境係 ごみのこと、環境、公害、犬の登録、生活相談、交通安全、防
犯に関すること【町民生活相談センター】 85-6131

税務出納課

町民税係 町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、
軽自動車の登録・廃止に関すること 85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に
関すること 85-6120

財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

企画調整係
フラワー長井線、デマンド交通、ふるさと応援制度、まちづく
り助成事業、白鷹人育成事業、地域づくりや町政運営の総合企
画調整に関すること

85-6123

情報係 広報広聴、地域情報、各種統計に関すること 85-6121
選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6124

産業振興課

農業振興係 農政の総合計画と農業振興対策に関すること
白鷹町農業再生協議会（地域農業活性化センター）に関すること 85-6107

農村整備係 土地改良区の指導や農村総合整備事業、林業振興に関すること 85-6125
商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策に関すること 85-6136
観光交流係 観光物産の振興、グリーン・ツーリズム、交流の促進に関するこ

と 85-6126
農業委員会
事務局 農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに

関すること 85-6128

３
階議会事務局議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎
建設水道課

管理係 工事入札及び契約、町営住宅の管理、住宅支援に関すること 85-6140
用地係 道路用地等の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関する

こと 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園の維持管理に関すること 85-6142
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設

計工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談等に関すること 85-6144
生涯学習係 生涯教育の推進や公民館、その他社会教育機関に関すること 85-6146
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理に関すること 85-6147
文化振興係 芸術文化団体の育成、文化財の調査・保護・管理、町史編さん

及び図書館に関すること 85-6146
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園管理運営、婚活支援に関すること 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護に関する相談、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院
町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース健診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、ケア・プラン作成など 86-0123

　各課・係の業務の概要などを掲載しました。お問い合わせや役場などを訪れる際の参考にしてください。

企
画
室
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皆さんにいちばん身近な病院として
平成25年度白鷹町立病院診療体制をお知らせします

～整形外科外来の診察日が、火曜日と水曜日に変更になりました～
１．常勤医師

　　管 理 者 兼 院 長　　高橋一二三
　　副 院 長　　藤島　　丈
　　副院長兼内科医長　　柴田　裕次
　　外 科 医 長　　木村　真五
　　内 科 医 師　　芦澤　公德　　　　　　　　
２．外来診察予定表
　受付時間：午前７時３０分（機械受付、窓口は８時３０分）から１１時３０分まで
　　　　　　ただし、皮膚科は午後診察で、午後３時３０分まで受付です。  

月 火 水 木 金

内科診察 高橋 　一二三 柴田　裕次 西山　悟史
山大

高橋　 一二三 岩山　忠輝
山大

内科内視鏡等 柴田　裕次 牧野　直彦
山大

柴田　裕次 柴田　裕次

外科診察 浜崎　安純
山大

藤島 　 丈 大泉　弘幸
山大

藤島　  丈 木村　真五

整形外科診察
田中　賢 （隔週）
梁 秀 蘭（隔週）

山大

鶴田　大作
山大

婦人科診察 高橋  俊文
山大

小島原　 敬信
山大

第３週のみ
山大

皮膚科診察 川口 　雅一
山大

人間ﾄﾞｯｸ、健診 芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德 芦澤　公德

　＊救急医療は休日なども含めて24時間行っています。
　＊山大：山形大学医学部より派遣医師
　＊医師は変更になることがあります。
３．禁煙外来
　　毎週木曜日午後５時から、禁煙のための診療を行っています。電話などで予約してください。

　　　　　　　　■問い合わせ　白鷹町立病院　☎85－2155　FAX85－2274
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.hospital.shirataka.yamagata.jp

整形外科外来の診察日が、火曜日と水曜日に変更になりました
常勤医師

　

４
月
27
日
〜
29
日
の
３
日
間
、

第
58
回
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

白
鷹
中
継
所
通
過
予
定
時
刻
は

４
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

こ
ろ
の
予
定
で
す
。
長
井
西
置
賜

チ
ー
ム
の
熱
い
走
り
に
大
き
な
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
周
辺
の
駐
車
場
は

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
付
近
の
迷

惑
に
な
る
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ

い
。

※
白
鷹
中
継
所
は
中
央
公
民
館
西

側
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）
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－
－

☎

❶

❷

❸
❶
白
鷹
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

総
合
支
援
事
業

　
❷
白
鷹
町
木
造
住
宅
耐
震

　

診
断
士
派
遣
事
業

❸
白
鷹
町
木
造
住
宅

　

耐
震
改
修
事
業

　

❷
❹
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
へ
の　

登
録
に
つ
い
て

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

－
－

平成25年度
住宅関連施策の
おしらせ

建築需要促進事業 住宅リフォーム総合支援事業
新築 増・改築、修繕等

付属建物（車庫、作業所
及び物置）

住宅、店舗、付属建物（車
庫、作業所及び物置） 対象物件 住宅

対象物件の新築
対象物件の増改築及び修繕
工事、給排水衛生施設整備
工事

対象工事
５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリ
ー化、県産木材使用、克雪化）のいずれか
を含む工事

工事請負金額が20万円以上 工事請負金額の下限 工事請負金額が50万円以上
町内業者（白鷹町商工会員かつ町内に事業所があり、
対象工事を施工できる法人または個人）であること 施工業者

県内業者（県内に本店・本社がある法人ま
たは個人事業者）であること

■白鷹町内に住所を有する者　
■町税等の滞納がないこと

申請者（施主）の要件 ■白鷹町内に住所を有する者　
■町税等の滞納がないこと

介護保険制度との併用は不可 その他補助金との
併用について

介護保険、他の補助金、県制度融資、エコ
ポイントとの併用は不可

工事費の10％分（上限５万円）　
※白鷹町商工会が発行する商品券により給付

支援内容（補助額） 工事費の10％分（上限20万円）

白鷹町商工会　☎85-0055 手続き・問い合わせ窓口 建設水道課　☎85-6140

⇦　　⇨併用できません

【制度の違い（概要版）】
「建築需要促進事業」または「住宅リフォーム総合支援事業」のどちらか一方をお選びください
（注１）申し込みは事業期間内で１回に限ります。　（注２）両事業の併用はできません。

詳しくはお問い合わせください

❶❶❷❷

平平平平
住住住住住住住住住住
おおおおおおおお
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（１）運行計画

※運行日と予約受付日については、「広報しらたかおしらせ版」に「運行日・　
　予約受付日カレンダー」として掲載する予定ですので、ご覧ください。

「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」っ
て
？

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、
予
約
し

て
い
た
だ
い
た
か
た
を
順
番
に
迎
え
に
行
き
、
低
料
金
で
目
的
地
ま
で

送
迎
す
る
他
の
人
と
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
す
。
利
用
さ
れ
る
か
た

は
、
事
前
登
録
と
利
用
す
る
前
の
電
話
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３

これまでの運行実績
●平成20年８月川西エリアに導入し、平成21年４月から町内全域で運行しています。

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
平成24年度
（２月末現在）

運行期間 8/1 ～ 3/31 4/1 ～ 3/31 4/1 ～ 3/31 4/1 ～ 3/31 4/1 ～ 2/28
運行日数 158日 242日 243日 244日 229日
会員数（トータル） 428人 932人 1,102人 1,190人 1,270人
延べ利用人数（年度） 1,880人 4,418人 6,178人 7,700人 7,752人
１日平均利用人数 11.9人 18.3人 25.1人 31.6人 33.9人
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（２）ご利用方法

１．登録

◆ご利用の前日までに利用登録をします。「利用登録申込書」に必要事項を記入して、白鷹町デマンドタクシ
　ー予約センター（㈱朝日観光タクシー内）へ提出してください。申込書は予約センターまたは役場総務課
　企画室にございます。
　電話 、FAXによる登録も受付けます。

２．予約

◆利用する場合は、前日までに 予約センターに電話で予約をします。
　午後1時、2時、3時、4時の4便については、当日の午前9時～午前11時の間であれば予約ができます。
◆予約の変更やキャンセルをする場合は、必ず予約センターへ連絡してください。原則として当日の変更は
　できません。
◆無断キャンセル、予約場所にいないこと等があると運行に遅れが生じる原因にもなります。
　お互いにマナーを守って利用しましょう。
◆予約したことを忘れないように、カレンダーや手帳にメモするなどご家族やヘルパーさんと予約内容を共
　有できるようにしておきましょう。
　※ご希望のかたには予約手帳を差し上げております。デマンドタクシー車内または役場総務課企画室でお
　　申し出ください。

利用者の登録 ①利用者の確認 ②利用日等の確認 ③目的地の確認 ④帰りの便の確認

帰りもお願いし
ます。
病院から自宅ま
で11時の便で。

電話番号85- ○
○○○白鷹花子
です。デマンド
タクシーの予約
をお願いします。

白鷹花子さんで
すね。いつの便
を予約しますか。

明日の8時の便
をお願いします。

病

自宅から病院ま
でです。

自宅から病院ま
でですね。帰り
の便はどうしま
すか。

明日の8時の便
ですね。どこか
らどこまで乗り
ますか。

かしこまりまし
た。（予約内容の
確認）それでは
自宅でお待ちく
ださい。

白鷹花子です。
デマンドタクシ
ーの登録をお願
いします。

白鷹花子さんで
すね。電話番号、
住所、生年月日、
世帯主を教えて
ください。

白鷹町デマンドタクシー予約センター（㈱朝日観光タクシー内）
☎８５－０３６５
受付：午前９時から午後５時（月曜日から金曜日の平日と日曜日）

利用者

予約センター

◆ご利用 前日ま に利用登録をします「利用登録申込書 に必要事項を記入し 白鷹町デ ドタク

◆利用する場合は 前日までに予約センタ に電話で予約をします

登録・予約はこちらへ
白鷹町デマンドタクシー予約センター（㈱朝日観光タクシー内）
☎８５－０３６５
受付：午前９時から午後５時（月曜日から金曜日の平日と日曜日）

登録・予約はこちらへ

鷹花子さん

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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さ
よ
う
な
ら　

そ
し
て　

あ
り
が
と
う

〜
こ
ぐ
わ
保
育
園
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園　

閉
園
〜

　

３
月
22
日
、
こ
ぐ
わ
保
育
園
と

あ
ゆ
か
い
保
育
園
の
最
後
の
卒
園

式
、
そ
し
て
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
ぐ
わ
保
育
園
で
は
卒
園

す
る
９
人
の
園
児
に
保
育
証
書
が

授
与
さ
れ
る
と
、
一
人
ひ
と
り
が

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
日
頃
の

感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
歌
や
踊
り
、
一
輪
車
な
ど

を
披
露
し
、
園
児
か
ら
小
学
生
へ

と
成
長
す
る
我
が
子
の
姿
に
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
嬉
し
さ
と
感
動

が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

こ
ぐ
わ
保
育
園
の
ア
イ
ド

ル
、
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
も
み
ん

な
と
の
お
別
れ
に
さ
み
し

そ
う
。

あ
ゆ
か
い
保
育
園
で
は
26
人
の

園
児
が
卒
園
し
ま
し
た
。

開
園
か
ら
55
年
、
２
１
４
６

人
が
あ
ゆ
か
い
保
育
園
を
卒

園
し
ま
し
た
。

伝統工芸の村
●深山工房
●和紙センター

のどか村

白鷹人形研究会工房

至 高岡

深山観音堂

文
鮎貝小学校

深山地区

　

白
鷹
人
形
研
究
会
は
、
今
年
、

創
立
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
深
山
地
区
に
工
房

を
移
し
て
1
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
設
立
当
初
か
ら

制
作
さ
れ
た
貴
重
な
作
品
の
数
々

を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
、
今
ま
で
、
皇
室

へ
献
上
し
た
作
品
や
、
文
翔
館
な

ど
に
寄
贈
し
た
作
品
な
ど
も
あ
り
、

そ
れ
ら
と
同
じ
人
形
や
非
売
品
、

現
在
で
は
作
ら
れ
て
い
な
い
作
品

を
一
同
に
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
い　

つ　

4
月
20
日
（
土
）
か

ら
5
月
19
日
（
日
）
ま
で
の
水
曜

日
・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

▼
ど
こ
で　

白
鷹
人
形
研
究
会
工

房　

白
鷹
町
大
字
深
山
１
９
６
６

　

当
日
は
、
簡
単
な
和
紙
人
形
作

り
体
験
が
で
き
ま
す
。（
上
記
の
期

間
は
予
約
不
要
で
す
。）

体
験
料　

1
人
１
０
０
０
円　

所
要
時
間　

1
時
間
前
後

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
人
形
研
究

会
代
表　

吉
田
博
子
（
☎
０
８
０

－

２
８
１
４

－

６
９
６
８
）

、、。
▼ら日午▼房り間体所■会－

皇
室
献
上
品
同
形
の

「
花
あ
か
り
」
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「
油
断
大
敵
！
」

　
　
　

交
通
事
故
要
注
意

◆
寒
さ
か
ら
開
放
さ
れ
、
暖
か
く

な
る
と
気
が
ゆ
る
み
が
ち
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者･

自
転
車

利
用
者
の
行
動
が
活
発
に
な
る
時

期
で
す
。

●
交
通
安
全
ポ
イ
ン
ト

１
．
い
つ
も
の
道
で
も
油
断
せ
ず

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
安
全

　
　

確
認
」

２
．
車
の
運
転
中
は
前
を
よ
く
見

　
　

て
「
運
転
に
集
中
」

３
．
横
断
歩
行
者
に
「
止
ま
っ
て
、

　
　

渡
し
て
あ
げ
る
」
思
い
や
り

　
　

運
転

４
．
速
度
を
ひ
か
え
て
「
や
さ
し

　
　

い
運
転
」

５
．
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用　

　

「
幼
児
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」

６
．
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

※
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
の
危

険
性
を
認
識
し
、
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
実
践
し
て

交
通
事
故
を
防
止
し
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
白
鷹
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

開
花
期
の

　
　
　

春
の
地
域
安
全
運
動

●
期
間

【
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
】

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

【
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
】

●
運
動
の
重
点

１
．
少
年
非
行
の
防
止

２
．
空
き
巣
等
侵
入
盗
の
防
止

３
．
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

　
　

乗
り
物
盗
や
車
上
荒
ら
し
の

　
　

防
止

４
．
振
り
込
め
詐
欺
、
悪
質
商
法

　
　

等
の
被
害
防
止　
　
　
　

５
．
子
ど
も
・
女
性
を
対
象
と
し

　
　

た
犯
罪
の
防
止

○
地
域
ぐ
る
み
で
、
登
下
校
の
子

ど
も
達
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
達
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

《
い
か
の
お
す
し
》

・
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ

た
ら
・
・

つ
い
て
い
か
な
い

車
に
の
ら
な
い

お
お
声
を
あ
げ
る

す
ぐ
逃
げ
る

す
ぐ
し
ら
せ
る

　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
は
、
平
成
25
年
2
月
8
日
に
長
崎
県
長
崎
市
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
発
生
し
た
火
災
死
亡
事
故
（
４
名
死
亡
、
８
名
負

傷
）
に
つ
い
て
、
同
社
が
製
造
し
た
ス
チ
ー
ム
式
の
加
湿
器
（
型
式
：

Ｋ
Ｓ

－

５
０
０
Ｈ
）
が
火
元
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
発
表
し
ま
し

た
。

　

こ
の
製
品
は
、
同
社
が
従
来
よ
り
製
品
回
収
を
行
っ
て
い
た
も
の
で

す
が
、
ま
だ
多
数
の
未
回
収
品
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
該
製
品
を
お
持

ち
の
場
合
に
は
、
直
ち
に
使
用
を
中
止
し
、
加
湿
器
お
客
様
係
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
他
の
製
品
で
も
、
異
臭
、
焦
げ
、
発
煙
と
い
っ
た
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
同
社
は
再
発
防
止
を
図
る
た
め
対
象
製
品
（
３
種
類
）
を

回
収
し
て
い
ま
す
。
再
度
、
型
式
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

○
白
鷹
町
防
犯
協
会
は
各
支
部

(

地
区)

ご
と
に
、
青
色
回
転
灯

を
点
灯
し
た
通
称:

青
パ
ト
で
、

児
童
生
徒
の
下
校
時
間
帯
に
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
、
子
ど
も

達
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん

　

白
鷹
西
駐
在
所
に
、
前
任
の
佐

藤
昌
幸
警
部
補
に
代
わ
り
、
新
た

に
高
橋
信
洋
巡
査
部
長
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係　
　
　

　
　
　
　

          

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

事
故
情
報
・
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ

　

リ
コ
ー
ル
製
品
で
火
災
の
疑
い
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　　建設水道課からのお知らせ
　　水道メーターの検針について

　冬期間休止していた水道メーター検針業務を５月１
日から再開いたします
　メーター検針を円滑に行うため、次のことにご協力
ください。
〇メーターボックスの上や周りに物を置かないでくだ
　さい。
〇メーターボックス周辺に犬を繋がないでください。

 　　上下水道料金の冬期精算について

　１月請求分から４月請求分は、12月の検針水量によ
り算出した金額（推定料金）で納めていただいており
ますので、５月の検針値（５月請求分）で精算させて
いただきます。※状況により６月以降分で精算させて
いただく場合があります。
　なお、精算の結果、過納金が生じた場合（料金を多
く頂いていた場合）は、当月もしくは次月以降の料金
に充当させていただきますので、予めご了承ください。

　
り
ま
い
い
　
く
に

　　水道料金・下水道使用料を口座振替で
　　　　　　　納入されている皆さまへ
　毎年５月、前年度分の「口座振替済のお知らせ」の
ハガキを送付していましたが、このお知らせを平成 24
年度分をもって終了いたします。平成25年度分からは、
検針の際の「使用水量等のお知らせ」で、前々月の口
座振替済についてお知らせいたします。平成 25 年４
月の口座振替済については、６月検針時にお知らせす
ることになります。１月から４月の冬期間は、検針し
ないため、その時にお知らせの対象となる 11 月から
２月分については、お知らせしないこととなりますの
でご了承願います。なお、領収書が必要なお客様は、
これまで同様、個別に申し出てください。

■問い合わせ　
　　　建設水道課水道係（☎ 85 － 6137）

　　水道の開栓・閉栓業務について　　　　　

　水道の開栓・閉栓業務を白鷹町水道工事組合に委託
しています。
　受付については、役場建設水道課水道係で行ってい
ます。
〇受付時間　午前８時 30 分～午後５時まで
　　　　　　（土日祝日、役場閉庁日を除く）
〇手数料　開栓 1,000 円
　　　　　閉栓 1,000 円
〇委託先　白鷹町水道工事組合
　　　◆長谷川建設㈱　◆須貝設備工業㈱
　　　◆㈱佐藤燃料店　◆㈱西塚管工事店
【お願い】
※事情により、ご連絡頂いた日、当日中の対応ができ
　ない場合もありますので、開栓（閉栓）予定の２～
　３日前までにお申し込みください。
※開栓（閉栓）の際は、現場立会いにご協力ください。

　

町
で
は
、
美
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

民
の
か
た
が
た
や
企
業
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
（
国
道
２
８
７
号
線

沿
い
）
の
里
親
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団
体
、

企
業
及
び
従
業
員
団
体
な
ど
を
募

集
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
活
動

の
主
体
に
な
る
場
合
は
、
責
任
者

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
仕
事　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

パ
ー
ク
区
域
内
の
除
草
、
樹
木
の

管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど

●
活
動
回
数　

年
間
３
回
以
上
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
（
建

設
水
道
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
募
集
締
切　

４
月
22
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

　

平
成
24
年
度
は
左
記
の
８
団
体

１
９
５
人
の
皆
さ
ん
に
、
除
草
、

樹
木
管
理
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
白
鷹
町
を

訪
れ
る
人
び
と
の
目
を
楽
し
ま
せ
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

１
年
間
を
通
し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
内
を
き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

・
町
下
花
街
道
奉
仕
会

・
路
傍
花
の
会

・
衣
袋
建
設
株
㈱
ほ
か
五
風
会

・
㈱
髙
橋
組

・
㈱
菅
原
組

・
東
陽
ロ
ー
ド
小
山
沢

・
㈱
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
労
働
組
合

・
町
職
員
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
は
？

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
主

に
工
場
の
ば
い
煙
や
自
動
車
の
排

ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
と

非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
が
、
日
光
の

紫
外
線
の
働
き
に
よ
り
光
化
学
反

応
を
起
こ
し
て
生
成
さ
れ
る
酸
化

性
物
質
の
総
称
で
す
。

　

近
年
、
中
国
大
陸
等
で
発
生
す

る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
日
本
に
移
動

し
、
さ
ら
に
国
内
発
生
分
が
加
わ

り
高
濃
度
と
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

県
内
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
の

風
の
弱
い
晴
天
日
に
高
濃
度
に
な

り
や
す
く
、
注
意
報
は
、
常
時
監

視
の
測
定
デ
ー
タ
が
１
時
間
値
で

０
・
１
２
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
超
え
た
場
合

で
、
気
象
条
件
か
ら
み
て
汚
染
が

継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
発

令
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
４
月
11
日
、
長
井

高
野
測
定
局
で
、
１
時
間
値

０
・
１
２
３
Ｐ
Ｐ
Ｍ
が
測
定
さ
れ
、

県
内
で
初
め
て
西
置
賜
地
域
の
１

市
3
町
に
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
汚
染
状
況
が
悪
化
し
て
、

１
時
間
値
が
０
・
４
０
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を

越
え
る
と
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
注
意
喚
起
）
が
発
令
さ
れ
た
ら

　

特
に
小
児
や
高
齢
者
が
影
響
を
受
け
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
学

校
や
保
育
園
・
福
祉
施
設
な
ど
に
通
知
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
や
、
広
報
車
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼

び
か
け
ま
す
。
ま
た
、
解
除
さ
れ
た
と
き
も
広
報
し
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

健
康
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
．
町
民
の
か
た
は

①
な
る
べ
く
窓
を
閉
め
、
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
特
に
、
小
児
や
高
齢
者
は
、
屋
外
で
の
運
動
や
作
業
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

③
屋
外
で
の
活
動
な
ど
を
実
施
さ
れ
て
い
る
主
催
者
の
方
は
、
活
動
を
自

　

粛
す
る
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

④
目
や
喉
に
、
か
ゆ
み
や
痛
み
を
感
じ
た
ら
、
洗
眼
や
う
が
い
を
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

⑤
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師
の
手
当
て
を
受
け
、
役
場
や
県
環
境
課

　

な
ど
に
被
害
状
況
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
自
動
車
の
使
用
を
自
粛
し
、
使
用
す
る
場
合
は
自
動
車
の
急
発
進
、
急

　

加
速
、
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け

　

て
く
だ
さ
い
。

２
．
事
業
者
の
か
た
は

①
ば
い
煙
発
生
施
設
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
の
方
は
、
燃
焼
の
自
粛
な

　

ど
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
、
ば
い
煙
の
排
出
量
を
削
減
し
て
く
だ
さ
い
。

②
有
機
溶
剤
使
用
事
業
者
、
石
油
貯
蔵
事
業
者
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油
所
は
、
そ

　

の
使
用
量
の
削
減
、
給
油
作
業
の
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
大
気
中
へ
の
揮

　

発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

③
自
動
車
は
、
で
き
る
だ
け
発
令
地
区
内
を
通
過
し
な
い
よ
う
に
ご
協
力

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係
☎
85

－

６
１
３
１

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

を開催します

◆一生に一度の成人式
　今年度の成人式を下記のとおり開催します。
　対象のかたには７月上旬にご案内します。
郷土を離れている皆さんにも、ご家族のかた
から、日程について今からお知らせください。

　　
　●い　つ　８月15日（木）午前10時～
　●どこで　産業センター
　　　　　（パワーセンター白鷹）
　●対　象　平成４年４月２日生～
　　　　　　平成５年４月１日生までのかた
　＊平成19年度東・西中学校卒業者と、平　
　　成25年６月１日現在白鷹町に住民登録　
　　されているかたには、詳細について往　
　　復はがきでご案内します。

◆「成人祭」実行委員を募集します

　厳かな成人式の後は、久しぶりに再会する
友人や恩師などとの語らいの場として「成人
祭」が開催されます。この「成人祭」は成人
者の皆さんで構成する実行委員会が自らの企
画運営で行っており、その実行委員を募集し
ています。思い出に残る「成人祭」とするた
め、ふるってご応募ください。
●実行委員応募締め切り　５月７日（火）
■申込・問い合わせ
　教育委員会生涯学習係（☎85－6146）



20　

　３月23日あゆーむで白鷹町少年少女合
唱団第２回定期演奏会が行われました。客
席は満席。保護者ら大勢の観客が見守る中
で日頃の練習の成果を発揮し、見事な歌声
と、「ひょっこりひょうたん島」をミュージ
カル風に踊ったり、全10曲を披露しまし
た。今回は長井高校の音楽部も参加してく
ださいました。合唱団は平成20年に発足
し、３月23日現在31人で活動しています。

　３月24日、ダンスワークショップが開
催されました。この事業はしらたか夢未来
発掘事業の採択事業で、よさこい白鷹櫻鷹
曾の主催で行われました。講師に、国内外
で活躍する「ＰＡＤＭＡ（パドマ）」（代表
斎藤知幸氏）のメンバー８人を迎え、参加
者約60人がヒップホップダンスに挑戦し
ました。徐々にテンポもレベルも上がって
いくダンスに参加者は、苦戦しながらも気
持ちのよい汗を流しました。

　3月17日、あゆーむで白鷹学講座パート
５「ピンチをチャンスに変える笑いのポジ
ティブシンキング」が行われました。三遊
亭亜郎さんによる、演目「一口弁当」はイ
ジメ問題、「ありがとうが世界を変える絆
39」は地域のふれあいの希薄化など、社
会的な問題を題材にしており、ピンチは笑
いやポジティブな考えで変えていこうとい
う亜郎さんのメッセージが込められていま
した。

　３月15日、認知症予防講演会が開催さ
れ。昨年完成した認知症啓発紙芝居「ほだ
けがらぁ？じいちゃんのいきいき一人暮ら
し」の上演と公立置賜長井病院精神科課長
佐野琢也氏による「今日から始める認知症
予防」の講演会が行われました。認知症の
約半数を占めるアルツハイマー型認知症は
努力により危険を減らすことができ、その
ために「運動、栄養、昼寝」が大事とのこ
とです。

し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業

事
業
実
施
報
告
会

　

３
月
21
日
、
あ
ゆ
ー
む
で
平
成

24
年
度
に
採
択
さ
れ
た
３
グ
ル
ー

プ
、
平
成
23
年
度
か
ら
継
続
し
て

い
る
２
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
24
年
度

の
事
業
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
先

進
地
と
い
わ
れ
る
他
市
町
の
グ
ル

ー
プ
へ
の
視
察
研
修
、
開
催
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
成
果
や
課
題
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
事

業
を
行
っ
た
５
グ
ル
ー
プ
は
◎
し

ら
た
か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
◎
し
ら
た
か
応
援
団

（
仮
）
◎
ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル
ス

◎
よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會
◎
恋
の

種
ま
き
桜
実
行
委
員
会
で
す
。

　

今
後
、
広
報
し
ら
た
か
に
お
い

て
も
取
り
組
み
を
詳
し
く
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
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②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

○
押
切
剛
大
く
ん
（
東
中
２
年
）

　

東
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
て
い
る
押
切
君
は
、

こ
の
度
山
形
県
選
抜
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。 　

①
ス
キ
ー 

○
長
澤　

桃
さ
ん（
蚕
桑
小
６
年
） 

○
伊
藤　

菫
さ
ん（
荒
砥
小
６
年
） 

○
大
滝
夏
希
さ
ん（
荒
砥
小
６
年
） 

○
塚
田
凛
聖
く
ん（
荒
砥
小
６
年
） 

○
海
老
名
未
来
さ
ん（
鷹
山
小
５
年
）

　

３
月
20
日
・
21
日
に
か
け
て
岩

手
県
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。 

　

全
国
レ
ベ
ル
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
に

対
す
る
激
励
金
交
付
事
業
。
今
回
は
ス
ポ
ー
ツ
２
部
門
で
の
交
付
で
す
。

 

RO KU ( ) 

tel.85-6147 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 

 

h�p://www.town.shirataka.lg.jp/ssc/

　

保
護
者
の
か
た
が
作
っ
て
く
れ

た
、
名
前
入
り
う
ち
わ
で
の
応
援

で
気
合
い
が
入
り
ま
し
た
。 （写真左から）

長澤桃さん、大滝夏希さん、伊藤菫さん、
海老名未来さん、塚田凛聖くん

　

３
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て

東
京
都
で
行
わ
れ
た
第
26
回
都
道

府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

町
と
郵
便
局
が
災
害
時
の

協
力
協
定
を
締
結　

　

３
月
15
日
、
町
と
荒
砥
郵
便

局
、
長
井
郵
便
局
が
災
害
時
の
協

力
協
定
を
結
ぶ
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
協
定
の
内
容
に
は
緊
急

活
動
用
の
車
両
提
供
、
避
難
者
や

損
害
状
況
な
ど
の
情
報
提
供
、
郵

便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

広
報
活
動
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
災
害
時
の
協
力
体
制
の

強
化
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
心

に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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地
価
公
示
法
の
規
定
に
基
づ
き

実
施
す
る
も
の
で
、
県
内
の
都
市

計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使
わ
れ

方
を
し
て
い
る
土
地
（
以
下
「
標

準
地
」）を
選
び
、
そ
の
適
正
な
土

地
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
に

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
等

を
買
収
す
る
場
合
の
基
準
と
も
な

る
ほ
か
、
適
正
な
地
価
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 　

売
買
の
対
象
と
な
る
土
地
の
条

件
（
土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、

最
寄
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道

の
整
備
状
況
な
ど
）
を
標
準
地
と

比
較
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
の
適
正

な
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。
地
価
公

示
結
果
は
役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で

き
ま
す
の
で
、
土
地
売
買
の
と
き

に
は
、
ま
ず
地
価
公
示
価
格
を
お

調
べ
く
だ
さ
い
。
標
準
地
は
皆
さ

ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
価
公
示
価
格
は
１
月

１
日
現
在
の
価
格
で
す
の
で
、
そ

の
後
の
地
価
動
向
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

注）価格は、１平方㍍あたりの価格を過去３年分につ
いて表しています。また、（　）内の数字は、対前年変
動率（％）です。「▲」は減少を表しています。

☎
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四
月
二
十
五

五
月
二
十
五
日

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
就
職
希
望
者
・
進
路
希
望
者
と
も
に

１
０
０
％
決
定
し
ま
し
た

〈
就　

職
〉　

合
計
35
名

　

管
内
28
名
・
県
内
５
名
・
県
外
２
名　
　
　

〈
進　

学
〉
合
計
25
名

　

４
年
生
大
学
１
名
・
短
期
大
学
３
名
・
看
護
、
医
療
系
４
名

　

専
門
学
校
17
名 

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

事
前
に
四
季
の
郷
駅
舎
を
飾
り

付
け
、
卒
業
式
前
日
に
、
四
季
の

里
駅
前
で
「
あ
り
が
と
う
」
の
パ

ネ
ル
と
横
断
幕
を
掲
げ
て
、
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
で
下
校
す
る
卒
業
生

に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

　

25
年
度
を
担
う
生
徒
会
執
行
部

の
生
徒
が
、
気
持
ち
を
こ
め
て
準

備
し
た
も
の
で
、
車
内
で
気
づ
い

た
卒
業
生
か
ら
は
手
を
振
っ
て
応

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
か
ら
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
、
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
も
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
方
に
も
、
今
年

度
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
下
さ
い
ま

す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

在
校
生
が
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
卒
業
生
を
祝
福
し
ま
し
た
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桜
の
季
節
を
待
ち
な
が
ら
冬
の

間
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
で
つ
く
っ
た
「
結
桜
」。

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
各
駅
・
町
内
各

所
に
飾
ら
れ
、
皆
さ
ま
を
お
出
迎

え
し
て
い
ま
す
。
夜
に
は
優
し
く

光
り
ま
す
。

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

結
果

期
日　

３
月
３
日 

（
日
）

会
場　

荒
砥
小
学
校
体
育
館 

結
果　

１
位　

荒
砥
愛
好
会 

２
位　

東
根
フ
レ
ン
ズ
ゴ
ロ
ー 

３
位　

東
根
フ
レ
ン
ズ
ジ
ロ
ー
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地域包括支援センター ℡86-0112

＊
年
を
と
っ
て
も
健
康
で
、
い
き

い
き
と
自
分
ら
し
く
生
活
し
た
い

＊
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
顔
な
じ
み
の
関
係
を

保
ち
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
に
生

活
し
た
い

　

こ
れ
は
、
多
く
の
か
た
の
願
い

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
実
現
の

た
め
に
、
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
認

知
症
啓
発
事
業
・
認
知
症
予
防
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
由

が
あ
り
ま
す
。

○
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
っ
て
い
る
人
が
増
え
る
と
、

早
期
発
見
、
早
期
受
診
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
認
知
症
の
か
た
へ
の
対
応
を
知

っ
て
い
る
人
が
増
え
る
と
、
認
知

症
の
か
た
が
暮
ら
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
正
し
い
対
応
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
認
知
症
の
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

認
知
症
啓
発
事
業

「
ド
タ
キ
ャ
ン
ば
あ
ち
ゃ
ん
〜
医

者
さ
行
く
〜
」

 　

家
族
と
暮
ら
し
て
い
る
花
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
。
最
近
コ
ン
ロ
の
消

し
忘
れ
や
約
束
の
時
間
な
ど
、
も

の
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
と
き
、
家
族
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
？

「
ほ
だ
け
が
ら
ぁ
？
じ
い
ち
ゃ
ん

の
い
き
い
き
一
人
暮
ら
し
」

　

認
知
症
が
あ
っ
て
も
、
一
人
暮

ら
し
を
続
け
て
い
る
太
郎
じ
い
ち

ゃ
ん
。
い
つ
も
お
し
ゃ
れ
で
い
き

い
き
し
て
い
た
太
郎
さ
ん
で
す
が
、

な
ん
だ
か
元
気
が
な
い
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
と
き
、
私
た
ち
に
は
何
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
？

 

＊
紙
芝
居
の
上
演
依
頼
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
86

－

０
１
１
２

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
の
か
た
を
自
宅
で
介
護
し

て
い
る
経
験
者
の
話
を
聞
い
た
り
、

介
護
の
悩
み
を
話
し
た
り
で
き
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ご
希
望
の
か
た
は
事
前
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

３月の町長交際費
　平成25年３月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

３
場
所
連
続
の

勝
ち
越
し

大
相
撲
三
月
場
所

（
３
月
10
日
〜
24
日
）

白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

取組 星取 決まり手
初　日 ○ 押し出し
３日目 ○ 寄り倒し
６日目 ○ 下手投げ
８日目 ○ 寄り倒し
９日目 ● 寄り切り
11日目 ○ 寄り切り
千秋楽 ● 押し出し
三段目西64枚目　５勝２敗

白鷹山星取表
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催　し

　

今
年
も
最
上
川
に
約
２
０
０
匹

の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
始
め
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
27
日
（
土
）

　
　
　

〜
５
月
６
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公
園

▼
内
容

・
イ
ベ
ン
ト
は
５
月
３
日
〜
５
日

　

ま
で
の
３
日
間
で
す
。

○
ざ
り
が
に
釣
り　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会　

午
前
11
時

○
魚
の
つ
か
み
ど
り　

午
後
３
時

※
い
ら
な
く
な
っ
た
こ
い
の
ぼ
り

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

　

各
家
庭
で
役
目
を
終
え
た
こ
い

の
ぼ
り
を
最
上
川
で
泳
が
せ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
茶
屋

☎
85

－

５
５
７
７

▼
い
つ　

４
月
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
駅
北
側
駐
車
場

周
辺

　

満
開
の
水
仙
の
群
生
を
鑑
賞
し

て
い
た
だ
い
た
後
抹
茶
と
和
菓
子

で
お
も
て
な
し
。

　

他
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
あ
ま
酒
、

お
菓
子
等
の
売
店
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ー
ク
ル
水
仙

／
海
野

☎
85

－

２
５
８
８

募　集

　

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
見
学
だ

け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

▼
い
つ　

４
月
27
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜
９
時
ま
で 

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
ド
リ
ン

ク
等 

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
午

後
７
時
50
分
ま
で 

直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
吉
村

☎
０
８
０

－

６
０
２
６

－

５
２
４
３

　　

昭
和
45
年
に
町
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
高
玉
芝
居
は

約
２
０
０
年
前
か
ら
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
貴
重
な
民
俗
芸
能
で
あ

り
ま
す
。
年
々
団
員
の
確
保
も
難

広告

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

は
１
名
の
団
員
が
増
え
、
現
在
20

名
の
団
員
で
、
上
演
、
保
存
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
郷
土
の
宝
で
あ
る
高
玉
芝

居
を
末
永
く
存
続
さ
せ
る
た
め
、

多
く
の
か
た
が
た
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
後
援
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

▼
入
会
金　

個
人
会
員
１
０
０
０

円
・
個
人
事
業
主
５
０
０
０
円
・

法
人
会
員
及
び
団
体
会
員
一
口
１

万
円
以
上

▼
年
会
費　

個
人
会
員
１
０
０
０

円
・
個
人
事
業
主
５
０
０
０
円
・

法
人
会
員
及
び
団
体
会
員
１
万
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

蚕
桑
地
区
公
民
館

☎
85

－

２
１
５
３

佐
藤
文
雄
☎
85

－

０
４
３
３

金
田
和
夫
☎
85

－

４
８
６
９
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おしらせ

 

 

広告

𠮷

𠮷

広告

県
で
は
、
消
費
生
活
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の
20

歳
以
上
の
方
で
、
悪
質
商
法
に
よ

る
被
害
防
止
な
ど
、
消
費
生
活
に

関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

５
月
末
日

▼
申
込
先　

山
形
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
３
７

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

産
科
医
療
補
償
制
度
は
重
度
脳

性
ま
ひ
の
お
子
様
と
ご
家
族
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。

補
償
対
象

●
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
出

生
し
た
お
子
様
で
、
次
の
基
準
を

区　分
３月７日（木）～ 13日（水）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

こぐわ保育園 不検出 不検出

あゆかい保育園 不検出 不検出

ひがしね保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
４
７
〜
０
・
８
６
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

お
詫
び
と
訂
正

　

３
月
21
日
発
行
、
お
知
ら
せ
版

１
㌻
鮎
貝
地
区
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
「
つ
る
細
工
展
」
の
出
展
者
は

大
木
弘
子
さ
ん
（
畔
藤
）
で
す
。

　

ま
た
、
３
㌻
「
微
小
粒
子
状
物

質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の
注
意
喚
起

に
つ
い
て
」
の
記
事
中
の
留
意

点
、
正
し
く
は
「
・
屋
内
に
お
い

て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最

小
限
に
す
る
。」
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

す
べ
て
満
た
す
場
合
、
補
償
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

・
在
胎
週
数
33
週
以
上
で
出
生
体

重
２
０
０
０
ｇ
以
上
、
ま
た
は
在

胎
週
数
28
週
以
上
で
所
定
の
要
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
相

当
の
脳
性
ま
ひ

・
先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因
に

よ
ら
な
い
脳
性
ま
ひ

●
補
償
の
対
象
と
認
定
さ
れ
る
と
、

補
償
金
が
支
払
わ
れ
る
と
と
も
に
、

脳
性
ま
ひ
発
症
の
原
因
分
析
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は
、
出
産
し
た

分
娩
機
関
ま
た
は
お
問
合
せ
先
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

産
科
医
療
補
償
制
度
専
用
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

☎
０
３

－
５
８
０
０

－

２
２
３
１

　　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、

免
状
公
布
の
日
か
ら
10
年
以
内
毎

に
写
真
の
書
き
換
え
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
写
真
の
書
き
換
え
を
さ
れ

て
い
な
い
か
た
は
、
速
や
か
に
手

続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１

　



住所　　 氏　　名 年齢
畔　藤　　　間　　　子　80
萩　野　清　野　貞　雄　81
荒砥甲　初　鹿　忠　一　80
佐野原　五十嵐　はなよ　68
荒砥乙　後　藤　き　ぬ　90
荒砥甲　伊　藤　健　一　74
佐野原　竹　田　五郎助　81
荒砥甲　　　田　み　の　86
広　野　小　野　文　子　87
萩　野　清　野　　　一　90
山　口　大　瀧　藤　夫　91
鮎　貝　　　　　祐　二　72
横田尻　小　林　千代子　94
菖　蒲　齋　藤　タツヨ　84
荒砥乙　宮　本　と　く　90
高　玉　金　田　みつゑ　64
鮎　貝　　　田　米　吉　82

滝　野 小関
健春 吉

きつ

　馬
ま

美香

十　王 長谷部
亮 愛

あい

　奈
な

深雪

畔　藤 土屋
貴博 倖

こう

　祐
すけ

美樹

畔　藤 紺野
雅敏 由

ゆう

　雅
が

由美

萩　野 梅津
弘樹 悠

ゆう

　叶
と

絵里

　　氏　　　名　　　 住所

（遠　藤　　誠　　　鮎　貝
衣　袋　まどか　　荒砥甲

（島　貫　翔　太　　長井市
鈴　木　麻　衣　　横田尻

（伊　藤　寛　人　　山　口
枝　松　友　美　　山形市

（迎　田　慎太郎　　十　王
前　田　絵　里　　鶴岡市

（髙　橋　　弘　　　長井市
大　滝　　望　　　鮎　貝

（平　　　由　文　　長井市
奥　山　成　美　　下　山

（青　木　啓　太　　長井市
小　口　綾　乃　　荒砥乙

（青　木　康　弘　　山　口
工　藤　里　江　　南陽市
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